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新たな栽培の POINT

栽培技術 … 問  農業振興課   ☎022（211）2837 ／ その他 … 問  農業政策室   ☎022(211)2963

冬の味覚として親しまれている宮城のセリ。県は、新たな栽培技術を開発し、年間を通した生産の実現を目指しています。
一年中セリが味わえる、“宮城の食卓の新常識”への挑戦が始まっています。

年間生産を目指して　セリの新栽培技術
宮城のセリ　新たな挑戦

お知らせ

これまで主流だった水田栽培を見直し、ハウス内で行う養液栽培技術を開発しました。
天候に左右されず、品質を保ちながら、安定した生産を図ります。

立ったまま作業できる栽培ベンチの導入

県が開発！土を使わない養液栽培技術

　※農林水産省統計調査（令和４年産） 

◦根まで食べられる宮城のセリは、鍋に限らず、
　お浸しや炒め物などにもお薦めです。
◦「仙台せり」や「河北せり」は、国の地理的表示保護

制度（GI）にも登録されている地域ブランドです。

※水に肥料を溶かした養液で育てること
ハウス内での養液栽培※へ水田での栽培

砕いた屋根瓦などの活用土で栽培

POINT.1

POINT.2

POINT.3

宮城はセリの生産量全国１位！宮城はセリの生産量全国１位！※※

栽培ベンチ

動物と人が共に幸せに暮らせる地域づくりのため、犬猫の譲渡を支援するマッチングサイトを開設しました。県の犬猫の譲
渡情報をはじめ、新しい家族を必要とする犬猫の情報をまとめて掲載し、「譲りたい」と「迎えたい」をつなぎます。

みやぎわんにゃん家族むすび
県が運営する犬猫譲渡支援・情報サイト

お知らせ

問  食と暮らしの安全推進課　☎ 022（211）2645

「動物を飼う」とは、その命に最
後まで責任を持つということで
す。新しく迎えるときだけではな
く、共に暮らす毎日も、万が一
のときも、責任ある行動を心掛
けましょう。

「かわいい」の、その先まで。

譲りたい方譲りたい方 迎えたい方

利用者登録

相談

譲渡譲渡

譲渡について希望者間で直接相談・決定します。

※運転免許証、マイナンバーカードなど

必要

例
ワクチン歴 誓約書面会

STEP.1

STEP.2

STEP.3

譲渡の申請

無料

掲載

メールアドレス、電話番号、サイトで使用する
ニックネーム、書類※による本人確認

POINT

　

利用の
流れ
利用の
流れ

◦閲覧は利用登録不要
◦動物愛護活動に取り組む    

方も利用可能　
◦譲渡会開催情報も掲載
◦譲渡後は「うちの子だより」
   で幸せな暮らしを紹介

安定生産
可能に

収穫が
楽に

作業負担
軽減に

栽培ベンチの水槽に入って
いる砕いた瓦。
土の代わりに使うことで、
収穫しやすくなります。
また、資源の再利用にもつ
ながっています。
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問  子育て社会推進課　☎ 022（211）2528

県は、女性向け健康管理サービス「ルナルナ」を運営する株式会社エムティーアイと連携協定を締結し、有料の
「プレミアムコース」を無償提供します。今と未来の健康を支える「プレコンセプションケア」の一環として、妊
娠を考えている方はもちろん、日頃の体調管理をしたい方にもおすすめです。ぜひご活用ください。

妊娠前からの健康づくりを応援
「ルナルナ」プレミアムコースを無償提供

お知らせ
詳しくはこちら

日々の体調管理

妊活サポート

妊娠育児サポート

エイジングケア

～令和10年3月31日まで
※期間終了後は自動的に無料プランへ移行

提供期間

主な機能 ◦妊娠可能性の高い日の予測
◦体調をパートナーと共有できる「パートナー共有」機能
◦妊活の疑問や不安に監修医が回答する「教えて先生」機能

県内にお住まいの方対　　象

有料のプレミアムコースが無料利 用 料

利用方法 ① 「ルナルナ」アプリをダウンロード
② ルナルナ ID 登録・ログイン
③ 「宮城県案内ページ」にアクセス
④ 「特設ページ」から専用コードと郵便番号を入力

性別を問わず、性や健康に関する
正しい知識を身に付け、妊娠・出
産を含めたライフデザインや自分の
健康と向き合う取り組みのこと。

宮城県案内
ページ

詳しくはこちら
（こども家庭庁）

プレコンセプションケアとは？

プレミアムコースの

問  県立病院再編室　☎ 022（211）2675

県は、高度ながん治療や救急・周産期医療などの体制を強化するため、県立がんセンターと仙台赤十字病院を統合した新
病院の整備を進めています。令和8年1月には、その具体的な方向性をまとめた「基本計画」を策定しました。両病院の強み
を生かしながら、県民の皆さんが安心して質の高い医療を受けられる環境づくりを目指します。

少子高齢化が進み、医療を取り巻く
環境は、年々厳しさを増しています。

こうした課題に対応し、将来にわたっ
て安定した医療を提供していくため、
医療体制の集約と強化、適正配置が
求められています。

県立がんセンター（名取市）

仙台赤十字病院（仙台市太白区）

統合統合新新病院病院がん医療

周産期医療 災害医療救急医療

◦開院時期……令和12年度（2030年度）中を目途
◦建設予定地…名取市植松入生

がん医療 周産期医療 災害医療救急医療

統合新病院　基本計画の策定・公表
県立がんセンター・仙台赤十字病院

お知らせ
基本計画について
詳しくはこちら

基本計画の概要 なぜ統合・移転が必要なの?

これまでの
経緯はこちら

よくある質問
はこちら

がんと併発疾病をまとめて治療
救急車の受け入れ 1.5倍に拡充
名亘地域※の救急搬送時間短縮

高度ながん医療
35診療科・年間4千件の手術体制
安心な出産を支える周産期医療
災害医療の中核拠点機能※名取市、岩沼市、亘理町、山元町

2つの病院の

強みを一つに

日本赤十字社が
運営します

がんを含むがんを含む
合併症の増加合併症の増加 特定地域への特定地域への

病院集中病院集中医療スタッフの医療スタッフの
不足不足

進化進化します ! 維持維持します ! 放射線医療・
ゲノム治療など

MIYAGI
TOPICS みやぎTOPICS


